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項目名

■ □ □

実績

評価者

建築指導担当参事　保坂　貞夫

項目名

■ □ □

実績

評価者

市街地整備課長　鎌田実幸

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

事業自体が
貢献する
項目

期間

事業の具体的な内容及び目的

優先 自治事務

H19～

5件（当初11件） 5件

S27～ 19,440千円 100.0%

R2その他職員
従事割合

R3目標

93.0%

①１４５件

②７２６戸

③２０戸

R2目標

2.38 人

会年職員

100.0%
R2正規職員
人件費

100.0%

R1決算額 指標名

R2決算額（見込み）

0.00 人

建設から50年を経過するなど、団地の老
朽化が進んでいることに対応し、市営住宅
の長寿命化の策定を行い、今後の市営住
宅の運営管理に関する方針を定める必要
がある。

85.4%

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組みA

入居者の8割以上が収入分位１（月
額収入０から104,000円）の方が占
めており、概ね適正に運営が行わ
れている。

R2年度に改善した点目標設定の考え方・根拠

毎年度入居者からの収入申告により家賃を決
定しており、収入超過者に対しては住戸の明渡
しに関する通知や、家賃の見直しの周知はして
いるが、市営住宅の明渡は法的に努力義務と
なっているため、協力いただけない場合が多い。

R2実績

事業の具体的な内容及び目的
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

住宅に困窮する低額所得者に対して、地方公共団体
が、健全な生活を営むことのできる住宅を整備し、低廉
な家賃で賃貸することにより市民生活の安定と社会福
祉の増進を図るものである。

3.05 人
非常勤
特別職

25,352千円 臨時職員 0.00 人

1.00 人

①修繕件数

②入居件数（年度内最大）

③空家募集戸数

居住者の中の低額所得者の割合
（（入居者数-収入超過者数）/入居者数*100）

低額所得者の居住の安定を確保することが目
的であるため、入居者数のうちの低額所得者の
割合を指標とする。

新型コロナウイルス感染症の影響を理由
とする家賃減免に関して、取扱基準を策定
し、収入減少者を対象とした減免措置を講
じるための改善を図った。

R1目標 R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

公営住宅法　所沢市営住宅条例 190,190千円 188,763千円

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 193,556千円 191,409千円

市街
地整
備課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

市営住宅運営事業

根拠法令 R2予算現額

期間

0.74 人 R3目標

臨時職員 0.00 人
①6件（新耐震建築物含む）

②7棟

③13,605件

6,044千円

会年職員

R2目標 R2実績

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

7件（当初11件） 7件

5,652千円

R2年度に改善した点

計画期間が満了を迎える「所沢市建築物
耐震改修促進計画」について期間延長の
改定を行い、新たな耐震化率の目標を掲
げ、引き続き耐震化の促進に取り組むこと
とした。

目標設定の考え方・根拠

Ｃ

一戸建て住宅の耐震診断の補助
件数が、当初の目標を下回ってお
り、近年この傾向が続いている。
一方、マンションなどの非木造建築
物や緊急輸送道路閉塞建築物等
についても耐震化が進んでおらず、
こうした大規模建築物の耐震化を
促進するための取り組みも喫緊の
課題となっている。

令和２年度に耐震改修補助を受けた共同
住宅とほぼ同時期に建築された団地内の
他の棟についても、今後、耐震診断や耐
震改修の実施が想定されることから、状況
に応じた予算の確保が必要となる。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

我が家の耐震診
断・耐震改修補助
事業

根拠法令

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

0.68 人
非常勤
特別職

0.00 人

「所沢市建築物耐震改修促進計画」に基づき、市民が安
全で安心した生活のできる災害に強い住環境を整備す
ることを目的とし、市内の住宅等の耐震化を図るため、
民間建築物の耐震診断及び耐震改修費用の一部を補
助する。

0.00 人

3,900千円

法定受託事務

本事業の対象となる昭和56年以前の建築物に
ついては、築後40年以上が経過しており、特に
木造住宅の場合は改修工事より建替えを選択
する時期に来ていることや、非木造建築物につ
いては改修に要する費用負担が大きいこと等が
要因になっているものと考えられる。

法定受託＋附加 1,700千円 1,700千円

11件

R1目標 R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

R1予算現額

①我が家の耐震診断相談会で
の相談件数

②補助実績棟数

③ホームページアクセス件数

耐震診断・耐震改修補助実績件数

市内の民間建築物の耐震診断及び耐震改修費
用の一部を補助し、住宅等の耐震化を図ること
が本事業の目的となっているため、耐震診断・
耐震改修費用の補助実績を指標とする。
目標値は、当初予算にて見込んでいる補助件
数とする。

建築物の耐震改修の促進に関する

3,772千円

R1決算額

R2予算現額 R2決算額（見込み）

法律，我が家の耐震診断補助金交付要綱，我が家の耐
震改修補助金交付要綱

SDGsへの貢献
(最大3つ)

所属
名称

経費

投入コスト
会
計

指標名

建築
指導
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

活動実績(R2)

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど成果

現状の課題
総合
評価

評価
理由

成果指標

どのように貢献したか

どのように貢献したか

住宅に困窮する低額所得
者に対して低廉な家賃で賃
貸し、また、コロナウイルス
感染症の影響により一時
的に収入が減少した入居
者には減免措置を講じ、市
民生活の安定を図った。

１．貧困をな
くそう
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住宅等の耐震化を図ること
で、市民が安全で安心した
生活のできる災害に強い
街づくりを推進した。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

事務事業名称 事業概要（全体）


